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性 ･感情 ･意志に区分し､知 ･情 ･意の三分説を確
立して､心理学史上に名を残した｡そしてさらに重要な



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































会うのである｡カントは､美の分析を質 ･量 ･関係 ･
様相のカテゴリーの下で考察する｡




2.美の量的考察- ｢普遍性｣ ｡ ｢美とは､概念なしに
普遍的満足の対象して表象されるものである｣
(S17).
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